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    浅野氏広島城入城４００年記念事業入城行列・記念式典運営業務仕様書 

 

１ 浅野氏広島城入城４００年記念事業の趣旨 

浅野氏が広島城に入城して４００年を迎えることを契機とし、県民や広島を訪れた観光客等が

江戸時代を中心とした広島の歴史・文化と現代との関わりを知ることで、広島の歴史、文化を再

発見し、広島への理解や愛着を深めるとともに、次世代に継承していく機会とする。 

２ 委託業務名 

浅野氏広島城入城４００年記念事業入城行列・記念式典運営業務 

３ 目的 

⑴ 上記１の趣旨を踏まえ、浅野氏広島城入城４００年の象徴的な日にあたる令和元年９月 

１５日に記念事業全体の盛り上げにつながるイベントを実施する。 

⑵ また、県民が参加でき、子どもや若者、日頃歴史に触れる機会のない人など多くの人に興味

を持ってもらえる機会とする。 

４ 実施主体 

浅野氏広島城入城４００年記念事業推進会議（以下「推進会議」という。） 

（事務局：広島県環境県民局文化芸術課・広島市市民局文化スポーツ部文化振興課） 

５ 契約期間 

契約締結の日から令和元年１０月３１日まで 

６ 業務の概要 

浅野氏広島城入城行列及び記念式典の実施内容等について具体的な提案を行うとともに、提 

案事業の企画・運営等を行う。 

⑴ 入城行列の実施運営等 

   日時：令和元年９月１５日（日）１０時開始 

   概要：江戸時代の行列を模して、武士、町人、芸人等に扮した県民が市内中心部を練り歩  

      き最終的に広島城跡内に入城する。 

ア 県民参加型時代行列 

   ・コース：柳橋公園～ぶつだん通り～金座街～本通り～元安橋～平和公園 

          （約１．７キロ、所要時間約４０分）※入城行列参加者は本通りで分かれる 

   ・参加人数：推進会議メンバー、一般公募による県民を含めて１５０名 

① 江戸時代の行列を模して、武士、町人、芸人等に扮した人々が参加可能な県民参加型 

 の時代行列を企画すること。 

   ② 時代行列を構成する衣装については全身とし、内容等については江戸時代を再現する 

    必要があるため、現存する文献等を参考に３案作成し、推進会議と協議の上、決定・実施

すること。 

   ③ 時代行列開始のイベントを企画し、提案すること。 

   ④ 時代行列の実施に当たっては、参加者等の安全、行列のスムーズな進行のために、県警

と協議の上適切な人数の警備員を配置すること。 

⑤ 実施に必要な申請・協議を推進会議と連携を取り実施すること。 

⑥ 運営マニュアル及び警備マニュアルを策定し、推進会議に提出すること。 
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 イ 入城行列 

   ・コース：鯉城通り（本通りセブンイレブン前～広島銀行本店前）～紙屋町シャレオ地下 

街～鯉城通り（クレド前～ひろしま美術館前）～（地下道移動）～三の丸～二の 

丸～本丸（所要時間約１時間４０分） 

 ・参加人数：推進会議メンバー等５０名 

① 県民参加型時代行列から分かれて実施する武者行列による広島城跡内への入城行列を 

企画すること。 

② 入城行列を構成する衣装については全身とし、内容等については江戸時代を再現する 

必要があるため、現存する文献等を参考に案を３案作成し、推進会議と協議の上、決定 

し実施すること。（使用する衣装の準備・回収も含む。） 

③ 入城行列の進行途中、クレド前ふれあい広場において実施する、入城行列をＰＲする 

３０分程度のイベント案を２案作成し、推進会議と協議の上、内容を決定・実施すること。 

④ 本丸到着後に実施する、入城行列の締めくくりとなる記念式典のプレイベントを企画し、

推進会議と協議の上、内容を決定・実施すること。 

⑤ 入城行列の実施に当たっては、参加者等の安全、行列のスムーズな進行のために、県警

と協議の上適切な人数の警備員を配置すること。 

⑥ 実施に必要な申請・協議を推進会議と連携を取り実施すること。 

⑦ 運営マニュアル及び警備マニュアルを策定し、推進会議に提出すること。 

  ウ 雨天時の対応について 

    行列は少雨決行とするが、荒天の場合は推進会議において行列中止の判断をする。 

    行列中止の場合に入城行列の代替事業として実施する、記念式典を盛り上げるイベントを

提案すること。 

⑵ 記念式典の実施運営等 

   ・開催時刻：１３時３０分開始 

   ・会場：ＪＭＳアステールプラザ大ホール（１,２０４席） 

   ・内容 

① オープニングセレモニー（約１０分） 

     内容については推進会議の選定した出演団体が実施し、出演団体に対する出演料等につ

いては，推進会議が負担する。 

② 主催者挨拶、紹介（約３分） 

③ 来賓祝辞、紹介（約３分） 

④ 記念講演（約６０分～９０分） 

推進会議の選定した講師が講演を実施し、講演に対する講演料等については、推進会議 

が負担する。 

⑤ その他（式典・講演会の前後にロビーでお茶席実施） 

お茶席実施に係る人員・道具等については推進会議が負担する。 

   ・参加者： 推進会議メンバー、行列参加者、一般参加者等 

 ア 上記①～⑤についての次に掲げる事項を含む進行・管理業務を実施すること。 
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  ・照明、音響、映像操作、舞台設営 

  ・舞台進行、演出（司会を含む） 

  ・看板制作 

  ・必要物品等の手配 

  イ 上記アの業務を実施するための運営マニュアルを策定し、推進会議に提出すること。  

 ⑶ 行列参加者等の輸送 

   上記⑴及び⑵の実施に当たり、行列参加者等の会場間の移動に関するバス等を用いた輸送手

段の確保及び運用を行う。  

⑷ 成果物等 

  ア 提出形態・期限等 

    ・事業報告書（電子データ） 令和元年１０月３１日（木） ２部  

    ・事業報告書（紙媒体）   令和元年１０月３１日（木） ２部 Ａ４判 

    ※事業報告書には、事業の収支報告書を添付すること。 

    ※事業報告書には、適宜、写真や図を挿入すること。    

  イ 内容 

    ・実施したイベントの内容 

    ・事業実施後の所感 

７ その他 

⑴ 本業務の実施に当たっては、推進会議との連絡調整を十分に図ること。 

⑵ 本業務による成果品の著作権（制作過程で作られた素材等の著作権も含む。）その他の権利

は、全て推進会議事務局である広島県及び広島市に帰属するものとする。また、広島県及び広

島市は、本業務の成果品を自ら使用するほか、本業務の趣旨に照らして適正と判断される場合

は、第三者に本業務の成果品の使用を許諾できるものとする。 

⑶ 本業務の実施に当たっての再委託については、次のとおりとする。 

ア 受託者は、業務の一部を第三者に再委託することができる。その場合は、再委託先ごとの

業務内容、再委託先の概要及びその体制と責任者を明記の上、事前に推進会議に書面より報

告し、承諾を得なければならない。 

イ 推進会議から再委託が承諾されたときは、受託者は再委託先に対して本業務に係る一切の

義務を順守させるものとする。 

⑷ 受託者は、本業務（再委託した場合を含む。）を履行する上で、個人情報を扱う場合は、広

島県個人情報保護条例（平成１６年広島県条例第５３号）を遵守しなければならない。 

⑸ 本業務の実施に当たっては、労働基準法、労働安全衛生法ほか労働関係法規を遵守するとと

もに従事労働者に係る適正な雇用条件の確保に努めること。 

⑹ 本業務の全ての業務において、適宜、推進会議と協議・調整の上、効果的に実施すること。 

⑺ その他、本契約の範囲内において、この仕様書に記載のない事項については、関係者におい

て協議し、決定する。 


